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一般財団法人 東海東京財団 

2025 年度「祭礼行事伝承助成」助成対象先を決定 

 

一般財団法人 東海東京財団（2016 年 8 月設立、理事長 石田建昭）は、地域の将来

を担う人材やグローバルに活躍できる人材の育成、また、地域社会において、国際経済

や社会への理解を促す機会の創出、文化・芸術振興などを通じて、地域社会の将来の発

展に寄与することを目的といたしております。 

 

愛知県内各地の祭礼行事が、末永く保存・伝承され、発展していくことを願い、2025

年 4～6月にかけて「祭礼行事伝承助成」の公募を行いました。合計 13件のご応募があ

り、厳正なる選考の結果、11件の助成対象先（別紙参照）を決定いたしましたので、

ここにお知らせいたします。 

なお、本助成事業は 9年目であり、累計 70件、24,689千円の実績となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

一般財団法人 東海東京財団 

 

本件に関するお問い合わせは、一般財団法人東海東京財団 事務局 03-3517-8101 までお願いします。 

2025 年度「祭礼行事伝承助成」について 

 

１．実施背景 

2016 年 11 月、全国で 33 件の「山・鉾・屋台行事」がユネスコ無形文化遺産に登録され

ました。そのうち、愛知県には全国最多の 5 件が所在しております。登録により文化的価

値が改めて広く認識されるとともに、地元の活性化、伝統文化全体への波及効果なども期

待されます。 

こうした「山・鉾・屋台行事」に限らず、地域社会に伝わる各種の祭礼行事が県内各地

に存在しておりますが、一方で、こうした行事を保存・伝承していくうえでの若い後継者

の不足が懸念されているほか、その保存・伝承を継続していくうえでの経済的な支援が求

められている状況です。 

 

２．公募方法および申込期間 

公募方法：各自治体の教育委員会等を推薦窓口とし、愛知県県民文化局に書類提出。 

申込期間：2025年４月 28日～６月 20日 

 

３．助成対象 

愛知県内に存在する伝統的な祭礼行事および民俗芸能等の保存・伝承、後継者の育成の

ための活動に努めており、下記の項目に該当する団体に対して支援いたします。助成対象

となる経費は「用具購入・修繕費、製作材料費等」のみとします。 

 

 （１）2026年 3月までに、申請した費用の支出を予定していること。 

 （２）団体の負担以外に外部からの資金協力が緊急不可欠であること。 

 （３）市町村教育委員会または市町村文化財保護行政担当部局の推薦がある団体である

こと。 

 （４）次のいずれかに該当する場合は、対象外とします。 

   ① 過去に本財団から助成を受けている団体 

   ② 2024 年度「用具購入・修繕費、製作材料費等」について外部から助成を受けて 

いる団体 

   ③ 2025 年度「用具購入・修繕費、製作材料費等」について外部から助成を受ける

ことが決定している団体  

 

 



 

一般財団法人 東海東京財団 

 

本件に関するお問い合わせは、一般財団法人東海東京財団 事務局 03-3517-8101 までお願いします。 

４．助成対象者の決定 

本財団の事務局において応募書類等の審査の後、理事会（2025年 7月 9日）における承

認のうえ決定。 

 

５．助成決定件数および助成額  

 ・2025年度「祭礼行事伝承助成」 助成申込件数、決定件数および助成金額 

申込件数 決定件数 助成金額 

  13件 11件 3,007千円 

※助成決定先、助成金額内訳は別紙をご参照ください。 

 

 

以 上 
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本件に関するお問い合わせは、一般財団法人東海東京財団 事務局 03-3517-8101 までお願いします。 

（別紙） 2025年度「祭礼行事伝承助成」助成先一覧 

１１件 ３，００７千円    

[交付先]

団体名（カナ） 助成内容

行　事　名 概　要

品野祇園祭協賛会
シ ナノギ オンマ ツリ キ ョ ウ サ ン カ イ

●山車の車輪修理　●山車を保管する倉庫の扉の修理

行事名:品野祇園祭 毎年7月第3土曜日に開催され、地域の安全と安心、無病息災、五穀豊穣を願っ
て、山車・神輿・こどもみこし・婦人の踊り連が、通行止めにした国道248号線1.5㎞
を練り歩く。3か所の会場では、マジックショー・歌謡ショー・吹奏楽団の演奏等が
開催され、多くの方に喜ばれている。

西成岩彦洲組　日之出車保存会
ニ シ ナ ラ ワ ヒ コ ズ ク ミ ヒ ノ デ グ ル マ ホ ゾ ン カ イ

●法被の新調

行事名:半田市西成岩地区春の祭礼
西組敬神車と彦洲組日之出車の二両の山車による町内曳きと成石神社における
神事への奉納を行うお祭り。拝殿での神事の後、山車の前壇で「巫女の舞」を奉
納する。

乙川西山神楽車
オッ カ ワニ シ ヤ マ カ グラグルマ

●山車のゴマ（車輪）四輪の補修

行事名:乙川祭礼 半田市乙川所在の神社「乙川八幡社」の祭礼。同神社における年間行事のうち
最大の神事であり、2日間にわたり４輌の山車が町内を引き回される。４輌の山車
の大きさは市内31輌で最も大きく歴史も古く、半田市の有形民俗文化財、無形民
俗文化財に指定されている。

北神
ホ ク シ ン

会
カ イ

●山車の飾り付の修繕

行事名:美浜町北方区祭礼
美浜町北方区の祭礼に参加し、伝統文化である勇み囃子並び山車を保存、継承
することを通じて、住民相互の親睦と地域の活性化に寄与することを目的とする。

冨具神社奉賛会
フ グ ジ ン ジ ャ ホ ウ サ ン カ イ

●のぼり旗の加工

行事名:冨具神社祭礼
祭礼の神事は当然催行の上、特色ある地域の伝統として祭礼当日「餅投げ」を行
う。これは厄歳の者が餅を寄進し、本人の厄除け祈願と同時に、住民等に「神様
のお供えのお裾分け」をし、地域の安寧等を願うもの。

浅田神楽保存会
ア サ ダ カ グ ラ ホ ゾ ン カ イ

●太鼓を載せる台車、笛、紅白幕の購入

行事名:浅田納涼夏 まつり
浅田地区八釼社祭神に「神楽」を奉納するとともに氏子総代が開催する提燈祭に
協賛し、「はやし・神楽」を奏楽して、浅田区住民の融和と神楽文化の存続発展に
つとめている。神楽の技術向上を図るため年に20回程度の練習を行っている。

岩藤文化財保存会
イ ワ フ ジ ブ ン カ ザ イ ホ ゾ ン カ イ

●太鼓の張替

行事名:日進市岩藤町天王祭 （提灯車） 初夏の田植えを終えた農員たちが安らぎと暑さ払いを兼ね、のちに無病息災、家
内安全をあわせ願う行事祭りである。平成21年に岩藤天王祭山車として日進市
の有形民俗文化財の指定を受けている。

北新町民俗芸能保存会
キ タ シ ンチ ョ ウミ ンゾ ク ゲ イ ノ ウホ ゾ ン カ イ

●法被の新調

行事名:お囃子とお神楽
毎年8月9日催行する九万九千日祭礼でお囃子を、地元の氏神様である八幡社
の秋季例大祭ではお神楽を奉奏する。子供たちの太鼓・笛で祭礼は盛り上がり、
町内の無病息災、心願成就などを祈願するもの。

蟹江本町北之町祭保存会
カ ニ エ ホ ン マ チ キ タ ノ チ ョ ウ マ ツ リ ホ ゾ ン カ イ

●浴衣の新調

行事名:蟹江神明社秋季例大祭奉納
（北之町道踊り）

毎年、蟹江神明社秋季大祭へ蟹江町城地区6町内が屋形を曳いて、笛、太鼓等
の演奏を奉納し、余興として町内全体を２日間で巡回披露している。現在は北之
町のみが唯一、笛、太鼓、三味線に合わせた道踊りをしている。

南知多町
ミ ナ ミ チ タ チ ョ ウ

内海
ウ ツ ミ

 馬場
バ バ

区
ク

●山車の壇箱修繕

行事名:三郷まつり
式内社と推定される入見神社の祭礼であり、隣接する二区と共に五穀豊穣、村内
安全などを願って行われる。馬場区会場から神社への道中で山車が曳きまわさ
れ、棒の手と山車で蛇の舞踊りが奉納披露される。

尾崎区
オ サ キ ク

●太鼓、四本柱の購入

行事名:尾崎区盆踊り大会
やぐらの上で小学生が太鼓をたたき、太鼓に合わせてやぐらの周りを区民が踊
る。昭和51年からはじまり、毎年子どもからお年寄りまで楽しみにしている行事。

番号 市町
助成金額
（千円）

1 瀬戸市 264

2 半田市 325

3 半田市 396

4 美浜町 500

5 美浜町 266

6 日進市 68

7 日進市 84

8 日進市 76

9 蟹江町 280

10 南知多町 418

11 江南市 330

 

（敬称略） 

以 上 


